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ADDRE S S

※診療スケジュール等を変更する場合がございます。最新情報はホームページをご覧ください。

月曜日 ～ 金曜日 ･･･････････････9:00～16:30
第 1・3・5土曜日 ･･･････････････9:00～11:30
※初診の受付 午前 ･･･････････････9:00～11:00

 午後 ･････････････13:00～16:00

診療時間 〈 予約優先制 〉

診療科目

内科

循環器内科

糖尿病内科

内分泌科

呼吸器内科

婦人科

消化器内科

肺放射線診断科

乳腺外科

▶JR中央・総武線「市ケ谷」駅より徒歩5分
▶東京メトロ有楽町線・南北線 「市ケ谷」駅5・6出口より徒歩2分
▶都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」駅より徒歩5分

A C C E S S

あなたの健康づくりを全力サポート！

20 始めています！ 健康経営
本会の取り組みを紹介します

23 拡大新生児スクリーニング検査 24 人間ドックのお弁当「彩食健美膳」

22 本会の活動から

25 Seminar Information

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp
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C O N T E N T S

特　集

04

公費負担の検査が26疾患に！

12 睡眠学入門 快適な眠りにいざなうために

久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授小曽根基裕 

食生活習慣と
睡眠リズムの深い関係

13 リレーエッセイ 感染症とともに生きる

堀成美 看護師・感染対策ラボ 代表

渡航時のワクチン

14 知っておきたい目のトラブル 
白内障は、手術のタイミングと
眼内レンズ選択がポイント

赤坂島崎眼科 院長島﨑潤

15 女性が抱える健康問題とその予防

日本家族計画協会 会長北村邦夫

長年待望していた
新しい避妊薬の登場

19

東京女子医科大学 名誉教授
瀬川記念小児神経学クリニック齋藤加代子

おすすめの一冊
綾野まさる『介助犬武蔵と学校へ行こう』

16 ［保健師コラム］
健康づくりを応援したい！
職場での
健康づくりを始めませんか？

18 ［健康運動指導士コラム］
筋肉の働きと運動
縁の下の力持ちヒラメ筋

17 ［管理栄養士コラム］
この数字はなんでしょう？
25g １日の理想的な食物繊維の摂取量

新生児マススクリーニングの
現状と未来



日頃から、都の子供・子育て施策
にご理解とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。
先天性代謝異常等検査は、疾病を
早期に発見し、早期に治療を行うこ
とで障害を予防することを目的に、
これまで20疾患を対象として検査
を実施してきました。

近年、治療薬の開発等により対象
疾患の追加の可能性が指摘されてい
ることから、国は、2023（令和５）
年度から重症複合免疫不全症（SCID）
と脊髄性筋萎縮症（SMA）の２疾患
についてモデル的に検査を行う実証

事業を開始いたしました。
こうした疾患は、発症頻度が希少
でも、発症した場合は重篤な疾患と
なるため、新生児全員に対するスク
リーニング検査により、早期発見・
早期治療につなげることが重要で
す。
このため都は、国の実証事業の対
象である重症複合免疫不全症（SCID）
と脊髄性筋萎縮症（SMA）に加え、
これらと同時に検査結果が判明する
Ｂ細胞欠損症（BCD）の計３疾患に
ついて、2024（令和６）年４月から
公費負担として検査を開始いたしま
した。
また、専門医の意見等を踏まえ、
ライソゾーム病（LSD）のうち、ポ
ンぺ病、ムコ多糖症Ⅰ型、ムコ多糖

症Ⅱ型についても、2025（令和７）
年３月から都独自に追加し、合計26
疾患について公費負担による検査を
実施しています。
今後も、すべての新生児が、早期
発見や早期治療により、治療効果が
高いとされる疾患について検査を受
けられるよう、医療機関等と連携し
ながら、先天性代謝異常等検査を着
実に実施してまいります。
引き続き、ご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

すべての新 生 児が
検 査を 受けられるように

東 京 都 福 祉 局からのメッセージ

髙 﨑  秀 之
東京都福祉局長

本会は全国に先駆けて1974年か
ら新生児マススクリーニングを開始
し、「失わずにすむ命を救う」とい
うミッションを掲げ、東京都から委
託を受けて検査を実施してまいりま
した。2023年度には公費20疾患に
加えてライソゾーム病の４疾患（フ
ァブリー病、ポンぺ病、ムコ多糖症
Ⅰ型、ムコ多糖症Ⅱ型）と重症複合
免疫不全症（SCID）、B細胞欠損症
（BCD）、脊髄性筋萎縮症（SMA）に
ついて任意による検査を開始しまし
た。

2024年度より上記６疾患のうち
ライソゾーム病３疾患とSCID、
BCD、SMAの計６疾患が段階的に
公費の新生児マススクリーニング検
査に追加され、都内で生まれたすべ
ての赤ちゃんが検査を受けられるこ
とになりました。

このように新生児マススクリーニ
ングの対象疾患が拡大する一方で、
課題も浮き彫りになっています。ス
クリーニングで「要精密検査」の場合、
どのように専門医や医療機関へ紹介
されるべきかなどについて、その必
要な情報が、検査機関・医療機関・

行政機関との間で十分に共有されて
いるとは言い難いことなどがあげら
れます。今後、東京都主催の先天性
代謝異常等検査連絡協議会や「東京
都新生児スクリーニングコンソーシ
アム」において、課題解決に向けた議
論が進むことを切望しております。
今後とも関係各位におかれまして
は、ご指導・ご協力のほどよろしく
お願い申し上げます。

新 生 児マススクリーニングの
さらなる発 展をめざして

本 会からのご挨 拶

久 布 白  兼 行
東京都予防医学協会 理事長

早期発見・治療で障害を予防

全国に先駆け
新生児マススクリーニングを開始

関係機関の連携推進が課題

東京都福祉局からのメッセージ

すべての新生児が
検査を受けられるように	
髙﨑	秀之
東京都福祉局長

本会からのご挨拶

新生児マススクリーニングの
さらなる発展をめざして
久布白	兼行
東京都予防医学協会 理事長

P.5

新たに加わった疾患

ポンペ病
小林	正久
東京慈恵会医科大学小児科学講座 准教授

P.6

新たに加わった疾患

ムコ多糖症Ⅰ型・Ⅱ型
小須賀	基通
国立成育医療研究センター
遺伝診療センター遺伝診療科 診療部長

P.7

本会の取り組みP.10

P.8 有償で受けられる検査

ファブリー病
東京都新生児スクリーニングコンソーシアム

命をつなぐ新生児スクリーニング
東京都アカデミアの連携
大石	公彦
東京慈恵会医科大学小児科学講座 担当教授

P.9

Index

公費負担の検査を次 追々加

［特集］

新生児
マススクリーニング

の現状と未来
公費負担の検査が

26疾患に！
かくれた病気をもつ赤ちゃんを早期発見・早期治療で救いたい。

本会では、1974年より都内で生まれる新生児のマススクリーニング検査を開始し、
精度管理や対象疾患の充実に努めてきました。

一方、国や都による検査の公費負担が年々拡充されてきています。
2024（令和6）年度には新たに6疾患が加わり、

現在26疾患が公費で、加えて希望者は1疾患が有償で、検査を受けられます。
今後もさらに検査体制を充実し、失わずにすむ命を救いたい。

関係者のそんな思いがこもった
新生児マススクリーニング検査についてご紹介します。
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ポ
ン
ぺ
病
は
、
α
グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ（
Ｇ

Ａ
Ａ
）
の
欠
損
に
よ
り
発
症
す
る
常
染
色
体

潜
性（
劣
性
）
遺
伝
形
式
の
先
天
代
謝
異
常

症
で
す
。
重
症
型
の
乳
児
型（infantile-

onset Pom
pe disease

：
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）で
は
、

Ｇ
Ａ
Ａ
が
分
解
す
べ
き
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
が
、

心
筋
、
全
身
の
筋
肉
に
蓄
積
し
、
新
生
児
期

よ
り
進
行
性
の
心
肥
大
、
全
身
性
の
筋
力
低

下
を
認
め
、
無
治
療
で
は
３
歳
ま
で
に
心
不

全
で
死
亡
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
遅
発
型

（late-onset Pom
pe disease

：
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）

で
は
、
心
筋
は
障
害
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
緩
徐

に
骨
格
筋
障
害
が
進
行
し
、
筋
力
低
下
に
よ

り
歩
行
障
害
、
呼
吸
障
害
を
認
め
ま
す
。

ポ
ン
ぺ
病
の
治
療
法
と
し
て
、
酵
素
補
充

療
法
が
保
険
承
認
さ
れ
、
心
筋
・
骨
格
筋
障

害
に
有
効
で
す
が
、
病
状
が
進
行
し
た
場
合

は
心
機
能
、
筋
力
の
回
復
は
難
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
に
無
治
療
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
11
例
、

発
症
後
診
断
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
10
例
、
Ｎ
Ｂ
Ｓ
診
断

例
６
例（
う
ち
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｄ 

５
例
）
の
予
後
を

検
討
し
た
研
究
が
台
湾
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し

た 

1）

。
そ
の
結
果
、
発
症
後
診
断
例
で
は

５
歳
ま
で
に
40
％
が
死
亡
し
た
の
に
対
し
、

Ｎ
Ｂ
Ｓ
診
断
例（
早
期
治
療
例
）
で
は
死
亡

例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
独
歩
獲

得
率
は
発
症
後
診
断
例
で
は
40
％
で
し
た
が
、

Ｎ
Ｂ
Ｓ
診
断
例
で
は
20
カ
月
ま
で
に
全
例
が

独
歩
を
獲
得
し
ま
し
た（
図
）。
こ
の
報
告
に

よ
り
ポ
ン
ぺ
病
に
対
す
る
Ｎ
Ｂ
Ｓ
の
有
効
性

が
証
明
さ
れ
、
早
期
治
療
の
重
要
性
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は

２
０
１
３
年
よ
り
熊
本
県
、
福
岡
県
で
ポ
ン

ぺ
病
の
Ｎ
Ｂ
Ｓ
が
開
始
さ
れ
、
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
２
０
年
に
29
万
７
３
８
７
人
の
新

生
児
が
こ
の
Ｎ
Ｂ
Ｓ
を
受
け
、
１
例
が
Ｉ
Ｏ

ポ
ン
ぺ
病
の

新
生
児
ス
ク
リ
ーニ
ン
グ（
Ｎ
Ｂ
Ｓ
）

▼

ポ
ン
ぺ
病

●執筆者

小林 正久
東京慈恵会医科大学
小児科学講座 准教授

1996年東京慈恵会医科大学医学部医
学科卒業、1998年同大学小児科学講
座入局、2009年同大学小児科学講座
講師、2019年同大学小児科学講座准
教授。日本小児科学会専門医、指導医、
代議員。日本先天代謝異常学会理事。
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医。

新
た
に
加
わ
っ
た
疾
患

Ｐ
Ｄ
、
７
例
が
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
す 

2）

。
東
京
都
で
の
ポ
ン
ぺ
病
の
Ｎ
Ｂ
Ｓ
は
、

２
０
２
２
年
７
月
よ
り
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
と
東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
共
同
研
究
と

し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
研
究
を
開
始
し
、

２
０
２
３
年
４
月
よ
り
都
内
全
分
娩
施
設
で

有
償
で
実
施
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
３
月
よ
り
公
費
化
し
、
ポ
ン
ぺ

病
の
予
後
改
善
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ム
コ
多
糖
症
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
の

新
生
児
ス
ク
リ
ーニ
ン
グ
の
重
要
性

ム
コ
多
糖
症（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
）
は
ム
コ
多
糖
が

体
内
に
蓄
積
し
て
い
く
先
天
代
謝
異
常
症
で

す
。
ム
コ
多
糖
は
ヒ
ト
の
か
ら
だ
の
構
成
に

必
要
な
物
質
で
、
生
体
内
の
結
合
組
織
、
軟

骨
、
神
経
組
織
な
ど
に
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
古
く
な
っ
た
ム
コ
多
糖
は
細
胞
内
の
ラ

イ
ソ
ゾ
ー
ム
で
酵
素
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
ま

す
が
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
は
生
ま
れ
つ
き
ム
コ
多
糖
を

分
解
す
る
酵
素
の
働
き
が
悪
い
た
め
に
ム
コ

多
糖
が
徐
々
に
体
内
に
蓄
積
し
て
い
き
、
全

身
性
の
症
状
を
来
し
ま
す
。

Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
型
と
Ⅱ
型
は
原
因
と
な
る
酵
素

は
違
い
ま
す
が
、
臨
床
症
状
は
比
較
的
似
て

い
ま
す
。
通
常
、
生
ま
れ
た
時
に
は
全
く
異

常
は
な
く
、
１
～
２
歳
頃
か
ら
言
葉
や
運
動

の
発
達
の
遅
れ
を
認
め
、
低
身
長
、
手
指
が

固
い（
関
節
拘
縮
）、
特
徴
的
な
顔
貌
や
姿
勢

が
悪
い（
骨
変
形
）、
お
腹
が
出
て
い
る（
肝

脾
腫
）、
心
雑
音
、
臍
・
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、

反
復
性
中
耳
炎
、
難
聴
、
扁
桃
肥
大
な
ど
が

徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

後
、
年
齢
と
と
も
に
症
状
は
進
行
し
、
学
童

期
以
降
に
は
重
い
知
的
障
害
、
運
動
障
害
、

呼
吸
障
害
を
伴
い
ま
す
。

一
方
、
同
じ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
型
や
Ⅱ
型
で
も
、

知
的
障
害
を
伴
わ
ず
、
全
身
の
症
状
も
軽
度

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
型
と
Ⅱ
型
は
遺
伝
性
の
病
気
で
、

Ⅰ
型
は
男
性
、
女
性
に
発
症
し
ま
す
が
、
Ⅱ

型
は
男
性
に
し
か
発
症
し
ま
せ
ん
。
頻
度
は

そ
れ
ぞ
れ
10
～
15
万
人
に
１
人
、
２
～
３
万

人
に
１
人
で
す
。

Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
型
と
Ⅱ
型
の
治
療
に
は
、
酵
素

補
充
療
法（
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
造
血
細
胞
移
植（
Ｈ

Ｃ
Ｔ
）
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
必
要
な
酵

素
を
週
１
回
点
滴
で
補
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ム
コ
多
糖
の
分
解
を
促
し
ま
す
。

以
前
の
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
、
か
ら
だ
の
症
状
は
改

行
す
る
前
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ
て
、
ま
だ
症
状
が
進
行
し
て
い
な
い
新
生

児
期
に
診
断
し
、
特
に
中
枢
神
経
症
状
が
出

現
す
る
前
の
治
療
開
始
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
生
命
予
後
の
改
善
に
不
可
欠
で

す
。

ム
コ
多
糖
症
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
と
は

新
た
に
加
わ
っ
た
疾
患

善
し
ま
す
が
、
知
的
障
害
な
ど
中
枢
神
経
症

状
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
２
１
年
か
ら
は
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅱ
型
の
中
枢
神

経
症
状
の
改
善
に
効
果
が
期
待
で
き
る
Ｅ
Ｒ

Ｔ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｃ
Ｔ
は
他
人
の
骨
髄
な
ど
を
移
植
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
体
内
で
酵
素
を
作
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
特
に
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
型
で
は
知
的

障
害
が
明
ら
か
に
な
る
前
に
Ｈ
Ｃ
Ｔ
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
中
枢
神
経
症
状
の
改
善
や

予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
型
、 

Ⅱ
型
は
生
ま
れ
た
時
や
乳

児
期
に
は
異
常
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
早
期

に
診
断
さ
れ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
病
気
が

進
行
し
た
幼
児
期
以
降
に
診
断
、
治
療
を
開

始
し
た
場
合
、
治
療
効
果
は
十
分
に
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｒ
Ｔ
や
Ｈ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
治
療
効

果
を
最
大
限
に
得
る
た
め
に
は
、
病
気
が
進

ム
コ
多
糖
症
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
の
治
療

▼

ム
コ
多
糖
症
Ⅰ
型
・Ⅱ
型

ポ
ン
ぺ
病
と
は

今
後
の
展
開

●執筆者

小須賀 基通
国立成育医療研究センター
遺伝診療センター遺伝診療科 
診療部長

1993年新潟大学医学部卒業、1997年　
慶應義塾大学医学部大学院、2002年　
国立成育医療センター遺伝診療科、
2004年カリフォルニア大学ロサンゼ
ルス校小児科、2008年国立成育医療
センター臨床検査部、2014年同遺伝
診療科医長、2018年同診療部長。

無治療例：台湾で酵素補充療法開発前にポンぺ病と診断された 11例　
発症後診断例：台湾で発症後診断され酵素補充療法で治療された 10例
NBS診断例：2005年10月～ 2007年12月に台湾のNBSで診断され早期に酵素補充療法を開始された6例

図 ポンぺ病の新生児スクリーニングの有効性(文献1より改変)
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症状
特異
顔貌

その他の
合併症 性別

ムコ多糖症
I型　
重症型

(+)~(⧻) (⧺) (⧺) （⧺） （⧻）

肝脾腫、慢性中
耳炎、臍・鼠径
ヘルニア、睡眠
時無呼吸、心弁
膜症、脳室拡大

女
性
も
し
く
は
男
性

ムコ多糖症
I型　
軽症型

(-) (+) (+) (+) (+)

肝脾腫、慢性中
耳炎、臍・鼠径
ヘルニア、睡眠
時無呼吸、心弁
膜症

ムコ多糖症
II型　
重症型

(+)~(⧻) (-) (⧺) (⧺) （⧻）

肝脾腫、慢性中
耳炎、臍・鼠径
ヘルニア、睡眠
時無呼吸、心弁
膜症、脳室拡大 男

性
の
みムコ多糖症

II型　
軽症型

(-) (-) (+) (+) (+)

肝脾腫、慢性中
耳炎、臍・鼠径
ヘルニア、睡眠
時無呼吸、心弁
膜症

ムコ多糖症の臨床症状

（-）：呈さない　（+）～（⧻）：軽度～重度

1）  Chien YH, Lee NC, Thurberg 
BL, et al. Pompe disease in 
infants: improving the prognosis 
by newborn screening and early 
treatment. Pediatrics. 2009; 
124: e1116-1125

2）  Sawada T, Kido J, Sugihara K, 
et al. Current status of newborn 
screening for Pompe disease 
in Japan. Orphanet J Rare Dis. 
2021; 16: 516
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フ
ァ
ブ
リ
ー
病
は
、
α
ガ
ラ
ク
ト
シ
ダ
ー

ゼ
Ａ
と
い
う
酵
素
の
働
き
が
十
分
で
な
い
た

め
に
発
症
す
る
病
気
で
す
。
小
児
期
に
手
足

や
指
の
痛
み
で
発
症
し
、
成
人
期
か
ら
進
行

性
の
腎
障
害
、
心
肥
大
が
現
れ
、
発
症
か
ら

診
断
ま
で
15
年
ほ
ど
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
か
ら
こ
の
病
気
を
す

ぐ
に
疑
う
こ
と
は
難
し
く
、
治
療
の
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
は
新
生
児
期
の
検
査
で
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
有
用
で
す
。

フ
ァ
ブ
リ
ー
病
は
男
児
、
女
児
と
も
に
発

症
し
ま
す
が
、
男
児
の
方
が
症
状
は
重
い
の

が
一
般
的
で
す
。
治
療
法
は
主
に
酵
素
補
充

療
法
で
、
症
状
が
現
れ
て
か
ら
早
期
に
開
始

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
手
足
の
痛
み
を
和

ら
げ
、
腎
不
全
や
心
不
全
の
発
症
を
予
防
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
拡
大
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
対
象
疾
患
が
近
年
大
き
く
広
が

り
、
公
費
負
担
に
よ
る
検
査
の
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
。
対
象
疾
患
の
多
様
化
に
伴
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
に
応
じ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
体
制
の
必
要
性
も
明
ら
か
と
な
り
、
す
べ

て
の
疾
患
に
お
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
陽

性
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

円
滑
に
専
門
医
療
へ
つ
な
げ
、
迅
速
か
つ
適

切
に
診
断
と
治
療
を
行
う
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
、
２
０
２
４
年

に「
東
京
都
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（T

okyo Consortium
 for 

N
ew

born Screening

：
Ｔ
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と

検
査
機
関
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

東
京
都
に
お
け
る
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

体
制
の
向
上
と
持
続
的
な
発
展
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
は
、

東
京
都
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
重
要
な

公
衆
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
そ
の
質
の

向
上
と
安
定
的
運
用
の
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
医
学
的
・
技
術
的
な
知
見
を
も

つ
ア
カ
デ
ミ
ア
と
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠

で
す
。
現
状
で
は
、
各
医
療
機
関
が
、
ス
ク

フ
ァ
ブ
リ
ー
病
の
検
査
法
は
、
ほ
か
の
ラ

イ
ソ
ゾ
ー
ム
病
検
査
と
同
様
に
ろ
紙
血
液
中

の
酵
素
の
働
き
の
強
さ（
酵
素
活
性
）
を
測

定
し
て
い
ま
す
。
本
会
は
こ
れ
ま
で
に
お
よ

そ
４
万
人
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
女
児
の

場
合
は
、
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
が
あ
っ
て
も
、
こ

の
酵
素
活
性
が
男
児
の
よ
う
に
低
下
し
て
い

な
い
こ
と
が
多
く
、
現
在
の
検
査
法
で
は
検

出
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
児
の
場

合
は
酵
素
の
遺
伝
子
解
析
が
唯
一
の
診
断
法

で
す
。
そ
の
た
め
、
本
会
で
は
男
児
の
み
を

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
対
象
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
有
償
検
査
と
し
て
継
続

し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ニ
ン
グ
結
果
や
診
断
情
報
を
包
括
的
に

把
握
・
共
有
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、

産
科
医
療
機
関
が
提
出
し
た
ろ
紙
血
検
体
や

要
精
査
例
の
結
果
に
つ
い
て
、
精
査
医
療
機

関
と
の
情
報
共
有
体
制
を
整
備
し
、
実
効
性

の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
・
研
究
機
関
、
日
本

マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
な
ど
の
学
術
団

体
と
も
連
携
し
、
東
京
都
主
催
の「
先
天
性

代
謝
異
常
等
連
絡
協
議
会
」
と
の
協
働
を
通

じ
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
全
体
の
質
的

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
主
な
活
動
の
柱
と

し
て
は
、
①
陽
性
者
へ
の
迅
速
な
医
療
介
入

の
仕
組
み
づ
く
り
②
検
査
か
ら
診
断
・
治
療

ま
で
の
課
題
を
共
有
し
解
決
す
る
協
議
の
場

の
設
置
③
確
定
診
断
と
そ
の
後
の
経
過
を
含

め
た
デ
ー
タ
の
集
積
と
活
用
の
推
進
④
関
連

学
術
団
体
と
の
情
報
共
有
体
制
の
構
築
―
―

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

初
期
段
階
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
拡
大

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
新
た
に
加

わ
っ
た
重
症
複
合
免
疫
不
全
症（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）

や
Ｂ
細
胞
欠
損
症（
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
な
ど
の
原
発

性
免
疫
不
全
症
、ま
た
脊
髄
性
筋
萎
縮
症（
Ｓ

Ｍ
Ａ
）
に
お
い
て
、
診
断
に
至
る
ま
で
の
フ

ロ
ー
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
疾
患
群
に
精
通
し
た
専
門
医
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
患
者
さ
ん
が
迷
わ
ず
適
切
な

診
療
へ
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
ラ
イ

ソ
ゾ
ー
ム
病
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
開
始
さ

れ
、
診
断
フ
ロ
ー
の
検
討
も
新
た
に
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
陽
性
結
果
を
最
初
に
受
け

取
る
産
科
医
療
機
関
に
も
情
報
が
見
え
る
よ

う
、
連
携
体
制
の
可
視
化
に
も
努
め
て
い
ま

す
。本

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

都
内
の
大
学
病
院
や
専
門
病
院
に
所
属
す
る

小
児
科
医
師
を
中
心
に
、
内
分
泌
、
代
謝
、

免
疫
、
神
経
、
遺
伝
領
域
の
専
門
家
が
参
画

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
東
京
都
医
師
会
、

東
京
産
婦
人
科
医
会
、
東
京
小
児
科
医
会
の

代
表
者
や
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
検
査

部
門
と
も
連
携
し
、
検
査
ラ
ボ
・
産
科
・
小

児
科
・
専
門
医
療
が
一
体
と
な
っ
た「
検
査

か
ら
治
療
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
橋
渡
し
」
を
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　

「
失
わ
ず
に
す
む
命
を
救
う
」。 

こ
れ
が
私

た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
単

な
る
検
査
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
不
安
を
早

期
に
軽
減
し
、
疾
患
の
予
後
を
改
善
す
る
た

め
の
重
要
な
第
一
歩
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
今
後
も“A

ll T
okyo

”

の
体
制
で
、
現
場
で
見
え
て
き
た
課
題
を
関

係
機
関
と
共
有
し
、
東
京
都
全
体
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
質
の
向
上
に
向
け
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

フ
ァ
ブ
リ
ー
病
の
検
査

フ
ァ
ブ
リ
ー
病
と
は

▼
フ
ァ
ブ
リ
ー
病

有
償
で
受
け
ら
れ
る
検
査

公
費
で
実
施
す
る
検
査
と
は
別
に
、

男
児
が
有
償
で
受
け
ら
れ
る
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
の

検
査
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●執筆者

大 石  公 彦
東京慈恵会医科大学小児科学講座 担当教授

小児科専門医・臨床遺伝専門医。東京都新生児スクリーニング
コンソーシアム委員長として、新生児検査体制の構築に尽力。
2021年東京慈恵会医科大学小児科学講座担当教授。2025年4月よ
り同大学附属病院副院長。

適
切
な
診
療
へ
つ
な
が
る

シ
ス
テ
ム
構
築
へ

情
報
共
有
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
推
進

命
を
つ
な
ぐ
新
生
児
ス
ク
リ
ーニ
ン
グ

東
京
都
ア
カ
デ
ミ
アの
連
携

東
京
都
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
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「
拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
」
と

は
、
自
治
体
が
検
査
の
実
施
主
体
と
な
っ
た

公
費
に
よ
る
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
加
え
て
、
早
期
の
発
見
と
治
療
開
始
に
よ

る
効
果
を
期
待
さ
れ
て
い
る
疾
患
を
対
象
と

し
た
新
し
い
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

本
検
査
で
発
見
さ
れ
る
病
気
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
す
ぐ
に
明
ら
か
な
症
状
が
あ
る
例
と
、

症
状
が
明
ら
か
で
は
な
い
例
が
あ
り
ま
す
。

症
状
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
臨
床
所
見

の
み
で
診
断
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
た

め
、本
検
査
を
受
検
し
て
初
め
て
早
期
診
断
、

そ
し
て
治
療
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

本
会
が
２
０
２
３
年
度
に
導
入
し
た
対
象

疾
患
は
、
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病（
Ｌ
Ｓ
Ｄ
）
の

う
ち
ポ
ン
ぺ
病（
Ｐ
Ｄ
）、フ
ァ
ブ
リ
ー
病（
Ｆ

２
０
２
３
年
度
は
２
万
４
６
７
５
人
の
有

Ｄ
）、
ム
コ
多
糖
症
Ⅰ
型（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
）、
ム

コ
多
糖
症
Ⅱ
型（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅱ
）
の
４
疾
患
と

原
発
性
免
疫
不
全
症（
Ｐ
Ｉ
Ｄ
）
の
う
ち
重

症
複
合
免
疫
不
全
症（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
と
Ｂ
細

胞
欠
損
症（
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）、
そ
し
て
脊
髄
性
筋
萎

縮
症（
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気

の
国
内
の
発
生
頻
度
は
１
万
人
か
ら
10
万
人

に
１
人
と
稀
な
病
気
で
す
が
、
知
ら
ず
に
い

る
と
、
救
命
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
障
害
を

来
す
場
合
が
あ
る
重
篤
な
病
気
で
す
。

検
査
の
導
入
に
あ
た
り
２
年
間
の
試
験
研

究
を
実
施
し
、
２
０
２
３
年
４
月
よ
り
有
償

（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
拡
大
新
生
児
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｄ
と
Ｓ
Ｍ

Ａ
の
計
３
疾
患
が
東
京
都
の
公
費
に
よ
る
新

生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
対
象
疾
患
に

追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
３
月
か

ら
Ｌ
Ｓ
Ｄ
３
疾
患（
Ｐ
Ｄ
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
・
Ⅱ
）

の
公
費
化
が
実
現
し
ま
し
た
。
病
気
の
詳
し

い
解
説
や
こ
こ
ま
で
の
経
緯
は
本
誌
特
集

（
２
０
２
０
年
・
２
０
２
２
年
・
２
０
２
３
年
・

２
０
２
４
年
夏
号
）
や
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ら
び
に
専
門
医
療
機
関
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
検
査
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
か
か
と
か
ら
採

取
し
た
血
液
を
専
用
の
ろ
紙
に
染
み
込
ま
せ

て
乾
燥
さ
せ
た「
乾
燥
ろ
紙
血
液
」
を
使
用

し
ま
す
。
公
費
の
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
は
都
内
で
分
娩
を
行
う
２
０
０
も
の

産
科
医
療
施
設
か
ら
乾
燥
ろ
紙
血
液
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
で
は
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
が
産

科
医
療
施
設
か
ら
検
査
を
受
託
契
約
の
上
、

検
査
費
用
は
保
護
者
負
担
で
実
施
し
て
お
り
、

２
０
２
５
年
２
月
末
の
時
点
で
そ
の
半
数
以

上（
62
％
）
の
産
科
医
療
施
設
か
ら
検
査
を

受
託
し
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
２
０
２
５
年

２
月
ま
で
の
期
間
で
５
万
９
６
１
７
人
の
新

生
児
の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
公
費
化
さ

れ
た
Ｌ
Ｓ
Ｄ
３
疾
患
の
検
査
数（
２
０
２
５

年
３
月
の
み
）
は
、
５
２
７
７
人
で
し
た
。

ろ
紙
血
液
中
の
微
量
成
分
を
検
査
す
る
に

あ
た
り
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ
で
は
各
疾
患
の
原
因
と
な

る
酵
素
の
働
き
の
強
さ（
酵
素
活
性
）
を
タ

ン
デ
ム
質
量
分
析
計
と
い
う
分
析
装
置
で
測

定
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｉ
Ｄ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
検

査
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
応
用
し
た
方
法
に
よ

り
測
定
し
ま
す
。

今
回
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
拡

大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
こ
れ
ま

で
の
成
績
と
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
公
費

化
が
実
現
し
た
３
疾
患（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
、Ｂ
Ｃ
Ｄ
、

Ｓ
Ｍ
Ａ
）
の
１
年
間
の
成
績
に
つ
い
て
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
２
０
２
５
年
２
月

ま
で
Ｌ
Ｓ
Ｄ
は
４
疾
患
を
対
象
に
、

６
万
４
８
４
４
人 

※1

の
新
生
児
の
検
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
再
採
血 

※2

と
な
っ
た
児
の
数（
率
）
の
合
計
は
、

１
７
５
例（
０
・
２
７
０
%
）
で
し
た
。
各
疾

患
の
内
訳
は
、Ｐ
Ｄ
は
70
例（
０
・
１
１
７
%
）、

Ｆ
Ｄ
は
２
例（
０
・
０
０
６
%
）、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ

は
86
例（
０
・
１
３
３
%
）、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅱ
は
17

例（
０
・
０
２
６
%
）
で
し
た
。
要
精
査 

※3

と
な
っ
た
児
の
数（
率
）
の
合
計
は
82
例

（
０
・
１
２
６
%
）
で
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

そ
れ
ぞ
れ 

53
例（
０
・
０
８
９
%
）、
２
例

（
０
・
０
０
６
%
）、
15
例（
０
・
０
２
３
%
）、

12
例（
０
・
０
１
９
％
）
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち

患
者
発
見
例
は
Ｐ
Ｄ
１
例（
０
・
０
０
２
%
）

Ｍ
Ｐ
Ｓ
Ⅰ
１
例（
０
・
０
０
２
%
）
で
し
た
。

本
検
査
で
の
発
見
頻
度
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ
４
疾
患

で
お
よ
そ
３
万
２
０
０
０
人
に
１
人
の
割
合

で
し
た
。

償
検
査
を
行
い
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
公

費
化
が
実
現
し
、
２
０
２
４
年
度
の
検
査
数

は
７
万
８
７
２
３
人
と
２
０
２
３
年
度
の
約

３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
２
３
年
度
の
実
績
で
は
再
採
血
数（
率
）

で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊

こ
れ
ら
の
対
象
疾
患
の
中
に
は
、
治
療
開

始
ま
で
の
日
数
が
予
後
に
大
き
く
影
響
す
る

病
気
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
医
療
機
関
と
の

密
な
協
力
体
制
に
よ
っ
て
、
早
期
に
診
断
さ

れ
て
無
症
状
の
う
ち
に
治
療
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は「
失
わ
ず
に
す
む
命

を
救
う
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
新

生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
従
事
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
よ
り
拡

大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
対
象
疾
患
の
う

ち
６
疾
患
が
段
階
的
に
公
費
の
新
生
児
マ
ス

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
追
加
さ
れ
、
都
内

で
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
検
査
を

受
け
ら
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
公
費
化

に
併
せ
て
、
見
逃
し
を
防
ぎ
つ
つ
、
不
要
な

採
血
を
減
ら
す
た
め
基
準
値
の
検
討
を
行
い
、

東
京
都
の
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
大
き

く
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

希
望
者
の
み
で
は
な
く
東
京
都
内
に
生
ま

れ
た
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
検
査
を
受
け
、

そ
の
成
果
は
２
０
２
３
年
度
と
２
０
２
４
年

度
の
Ｐ
Ｉ
Ｄ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
検
査
成
績
を
比
べ

る
と
一
目
瞭
然
で
す
。
公
費
化
以
前
よ
り
も

明
ら
か
に
多
く
の
患
者
さ
ん
が
早
期
に
み
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
公
費
化
に
よ
っ
て
早
期
発

見
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
多
数
の
難

病
の
患
者
さ
ん
に
、
早
期
に
適
切
な
医
療
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
東
京
都
の

こ
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
り
、
ど
こ
で

も
公
平
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
残
っ
て
い

ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で「
要
精
密
検
査
」

と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
具
体
的
に
ど
の
専

門
医
や
医
療
機
関
へ
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で

紹
介
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
後
実
際

に
病
気
と
確
定
診
断
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た

情
報
が
、
検
査
機
関
・
医
療
機
関
・
行
政
間

で
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
は
大
き
な
課
題

で
す
が
、
東
京
都
主
催
の
先
天
性
代
謝
異
常

等
検
査
連
絡
協
議
会
と
と
も
に
、別
稿（
Ｐ
９
）

に
あ
る「
東
京
都
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
組
織
し
、
大
き
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
と
実
装
化
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
精
密
検
査

受
診
時
や
患
者
と
診
断
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

治
療
経
過
観
察
の
た
め
の
検
査
を
拡
充
さ
せ

る
、
新
た
な
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
り
公
益
性
の
高
い
検
査
の
実
施

と
新
た
な
対
象
疾
患
を
追
加
し
、
す
べ
て
の

赤
ち
ゃ
ん
が
健
康
に
成
長
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
東
京
都
予
防
医
学
協
会
は
関
連
機
関
と

と
も
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
会
の
体
制
に
つ
い
て

検
査
の
受
託
状
況

検
査
成
績

今
後
の
展
望

母
子
保
健
検
査
部

小
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科

三
井
佳
澄
、
石
毛
信
之
※1　ＦＤは男児のみ検査対象
※2　１回目の検査で目安となる基準を超えたため、もう一度確認のために行う検査
※3　専門医療機関で行う詳しい検査

拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

成
績
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

本
会
の
取
り
組
み

は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
は
54
例（
０
・

２
１
９
％
）、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
76
例

（
０
・
３
０
８
%
）、
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
３

例（
０
・
０
１
２
%
）
で
、
要
精
査

数（
率
）
は
、そ
れ
ぞ
れ
12
例（
０
・

０
４
９
%
）、
４
例（
０
・
０
１
６

％
）、
１
例（
０
・
０
０
４
%
）
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
患
者
は
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ 

そ

れ
ぞ
れ
１
例
ず
つ（
０
・
０
０
４
％
）

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
２
０
２
４
年
度
の
実
績

で
は
、
再
採
血
数（
率
）
は
そ
れ

ぞ
れ
順
に
94
例（
０
・
１
１
９
％
）、

１
５
４
例（
０
・
２
９
６
％
）、
４

例（
０
・
０
０
５
％
）
で
、
要
精
査

数（
率
）
は
そ
れ
ぞ
れ
13
例（
０
・

０
１
７
％
）、
９
例（
０
・
０
１
１

％
）、
３
例（
０
・
０
０
４
％
）
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
患
者
は
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
２
例（
０
・
０
０
３
％
）、

Ｂ
Ｃ
Ｄ
３
例（
０
・
０
０
４
％
）
Ｓ

Ｍ
Ａ
３
例（
０
・
０
０
４
%
）
で
し

た
。
こ
の
２
年
間
の
実
績
で
は
、

Ｐ
Ｉ
Ｄ
は
お
よ
そ
１
万
６
０
０
０

人
に
１
人
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
お
よ
そ

２
万
６
０
０
０
人
に
１
人
の
割
合

ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病

拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ーニ
ン
グ

検
査
の
成
績

Ｐ
Ｉ
Ｄ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ーニ
ン
グ
検
査
と

公
費
化
後
の
成
績
の
比
較

図 検査の流れ

精密検査

再検査

正常

結
果
通
知

採血 検査郵送

●検査数値に影響を与えるため以下の注意点をお守りください
採血について
▶かかとから専用ろ紙に直接血液を滴下してください。
▶ヘパリンコートされた毛細管などを使用した血液採取はおやめください。

郵送について
▶採血・乾燥後、申込書兼専用ろ紙を24時間以内に郵送してください。

検査結果を確かめるた
めにもう一度検査を行
います。この際、検査
費用はかかりません
（採血費用は別）。

専門医療機関を紹介 

“専門医療機関”を紹介して、受診するよ
う保護者へお伝えください。本会から専門
医療機関をご案内することも可能です。

追加の検査はありません。1カ月検診などの
受診時に保護者に結果を通知してください。

精密検査対象の疾患を診
断可能な“専門医療機関”
の受診が必要です。

乾燥後、専用の封筒にろ紙血液を
同封し、東京都予防医学協会（以
後、本会）にお送りください。

保護者に本検査の説明を十分行
った上で、検査申込書によって
同意を得た児のみに検査を実施
してください。日齢4～6日目に、
拡大新生児スクリーニング検査
専用のろ紙に採血してください。

本会に到着後、検査を行
います。受付後、2週間
程度で申込書に記載の医
療機関宛に、結果をお返
しします。
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睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

肥
満
や
糖
尿
病
、
さ
ら
に
は
睡
眠
時
無
呼
吸

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。
か
ら
だ
は
日
中
に
摂
っ
た
塩
分
を
夜
間

に
排
出
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
塩
分
過
多
の

食
事
は
夜
間
の
ト
イ
レ
回
数
を
増
や
し
、
睡

眠
を
妨
げ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
夜
ぐ
っ
す

り
眠
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
「
減
塩
」

を
意
識
し
た
食
生
活
も
大
切
で
す
。

　さ
ら
に
、
眠
り
に
影
響
す
る
代
表
的
な
成

分
と
し
て「
カ
フ
ェ
イ
ン
」が
あ
り
ま
す（
表
）。

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
な

ど
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
覚
醒
作
用

が
あ
る
た
め
、
夕
方
以
降
に
摂
取
す
る
と
寝

つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
夜
中
に
目
が
覚
め

や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
個
人
差
は

あ
る
も
の
の
、眠
り
を
大
切
に
し
た
い
方
は
、

午
後
以
降
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
は
で
き
る
だ

と
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
食
事
」

に
よ
っ
て
も
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

特
に
朝
食
は
、
眠
り
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
を
整

え
る
重
要
な
ス
イ
ッ
チ
の
一
つ
で
す
。
朝
食

を
抜
く
と
、
体
内
時
計
が
後
ろ
に
ず
れ
や
す

く
な
り
、
夜
の
寝
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、

睡
眠
が
浅
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
食
を
食
べ
な
い
人
は

「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
」
と
い
う
感
覚
（
睡
眠

休
養
感
）
も
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
朝
食
は
、
脳
と
か
ら
だ
に
「
一
日
の

ス
タ
ー
ト
」
を
伝
え
る
大
切
な
サ
イ
ン
な
の

で
す
。

　一
方
で
、
夜
遅
く
に
食
べ
る
夜
食
や
間
食

も
睡
眠
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
就
寝
直
前

の
食
事
は
、
体
内
時
計
を
後
ろ
に
ず
ら
し
、

翌
朝
の
眠
気
や
だ
る
さ
の
原
因
に
な
っ
た
り
、

た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
「
体

内
時
計
」
は
、
朝
の
光
を
浴
び
る
こ

私

け
控
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
仕
事
で
夕
食
が
遅
く
な
る
け
れ
ど
、
眠
り

に
悪
い
の
で
は
？
」
と
心
配
す
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
、
夕
方
に

軽
く
主
食
（
お
に
ぎ
り
な
ど
）
を
摂
っ
て
お

き
、
帰
宅
後
は
副
菜
を
軽
め
に
摂
る〝
分
食
〟

ス
タ
イ
ル
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
胃
腸
に
負
担
を
か
け
ず
、
眠
り
に
も

や
さ
し
い
食
習
慣
と
な
り
ま
す
。

　よ
い
眠
り
を
得
る
た
め
に
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
基
本
で
す
。
特
別
な

「
眠
れ
る
食
品
」
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
魚
や
野
菜
、
果
物
、
豆
類
を
中
心

と
し
た
地
中
海
食
の
よ
う
な
食
生
活
が
、
睡

眠
の
質
を
高
め
る
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま

す
。　睡

眠
と
食
生
活
は
、
ま
る
で
シ
ー
ソ
ー
の

よ
う
な
関
係
で
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
が
乱
れ

る
と
、
も
う
一
方
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
ず
は
、「
朝
食
を
摂
る
」「
夜
遅
く

に
食
べ
過
ぎ
な
い
」「
塩
分
や
カ
フ
ェ
イ
ン

は
控
え
め
に
」
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
習
慣
と

睡
眠
リ
ズ
ム
の
深
い
関
係

第     

回
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表 飲料中のカフェイン量
食品名 カフェイン濃度 備考

コーヒー 60mg/100ml
浸出方法：
コーヒー粉末10g/
熱湯150ml

インスタントコーヒー
（顆粒製品）

57mg/100ml
浸出方法：
インスタントコーヒー2g/
熱湯140ml

玉露 160mg/100ml
浸出方法：
茶葉10g/
60℃の湯60ml、2.5分

紅茶 30mg/100ml
浸出方法：
茶5g/熱湯360ml、
1.5～ 4分

せん茶 20mg/100ml
浸出方法：
茶10g/90℃の湯
430ml、1分

ウーロン茶 20mg/100ml
浸出方法：茶15g/
90℃の湯650ml、
0.5分

エナジードリンク
または眠気覚まし用飲料

（清涼飲料水）

32～300mg/100ml
（製品1本当たりでは36～150mg）

製品によって
カフェイン濃度
および内容量が異なる

1989年東京慈恵会医科大学医学部
卒業。2012年スタンフォード睡眠
研究所客員准教授、2020年11月か
ら現職。東京慈恵会医科大学客員
教授。日本精神神経学会代議員・
専門医・指導医、日本睡眠学会理
事・認定事業推進委員会委員長・
総合専門医・指導医、日本時間生
物学会評議員、日本臨床神経生理
学会認定医。

小曽根 基裕
久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授

おぞね　もとひろ

［執筆者］

厚生労働省「健康づくりのための睡眠ガイド2023」より
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感染症とともに生きる

リレーエッセイ16vol.

●企画／堀 成美（感染対策ラボ 代表）

神奈川大学法学部、東京女子医科大学看護短期大学卒業。2009
年国立感染症研究所 実地疫学専門家コース（FETP）修了。同年
聖路加国際大学助教、2013年より国立国際医療研究センター感
染症対策専門職。2015年より国際診療部医療コーディネーター
併任。2020年8月より現職。

看護師・感染対策ラボ 代表

ほり なるみ
堀  成 美
執 筆 者

VOL.1  高
橋

 幸
子

VOL.2  柳
沢

 如
樹

VOL.3  爾
見

 ま
さ

子

VOL.4  潤
間

 励
子

VOL.5  小
山

 和
博

VOL.6  堀
 成

美

VOL.9  堀
 成

美

VOL.10  黒
田

 友
子

VOL.7  関
野

 和
寛

VOL.8  縣
 智

香
子

出発前に既往歴と
ワクチン接種歴の確認を

渡航時のワクチン

VOL.11  堀
口

 逸
子

VOL.12  李
 祥

任

VOL.13  吉
田

 祥
一

VOL.14
  久

住
 英

二

VOL.15  織
田

 錬
太

郎

VOL.16  堀
 成

美

紛
失
し
た
人
も
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
海
外
に

旅
行
や
仕
事
で
出
か
け
る
人
は
、
出
発
前
に
既

往
歴
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
の
確
認
作
業
が
と
て

も
大
切
で
す
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
時
は
、
と
り

あ
え
ず
１
回
接
種
し
て
お
け
ば
そ
の
旅
行
に
つ

い
て
は
安
心
で
す
。
も
し
も
過
去
に
接
種
し
て

い
た
と
し
て
も
、
追
加
で
接
種
し
て
も
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
最
強
」
状
態
に
な
る
だ
け
で

す
の
で
。

◆
　
◆
　
◆

　
渡
航
時
の
感
染
の
パ
タ
ー
ン
を
み
て
み
ま
し

ょ
う
。

★
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　
東
南
ア
ジ
ア
に
出
張
す
る
こ
と
に
な
り
、

会
社
が
Ａ
型
肝
炎
や
腸
チ
フ
ス
の
ワ
ク
チ

ン
の
費
用
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
、
ト
ラ

ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
接
種
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
地
で
麻
疹
に
な
っ
て
重
症
化

し
、
日
本
に
緊
急
搬
送
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
の
ワ
ク
チ
ン
は
「
も
ち
ろ
ん

終
わ
っ
て
い
る
は
ず
」
と
本
人
も
医
師
も

思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
後
で
調
べ
て

み
た
と
こ
ろ
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
し

て
い
る
の
に
麻
疹
の
ワ
ク
チ
ン
だ
け
接
種

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
予
約
し
た
日
に

熱
が
出
て
受
診
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
ま
ま

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

★
B
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　
南
ア
ジ
ア
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
旅
行
か
ら

帰
国
し
た
と
こ
ろ
、
高
熱
、
下
痢
と
な
り

受
診
し
ま
し
た
。
Ａ
型
肝
炎
と
腸
チ
フ
ス

疑
い
で
入
院
し
、
一
時
的
に
と
て
も
重
症

に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
予
防
ワ
ク
チ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た

た
め
接
種
せ
ず
に
出
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
じ
症
状
の
友
人
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

こ
と
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
お
金
が
も

っ
た
い
な
い
し
、
以
前
も
大
丈
夫
だ
っ
た

か
ら
と
接
種
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
く

保
険
に
も
入
ら
な
か
っ
た
た
め
、
現
地
で

の
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
し

た
。

◆
　
◆
　
◆

　
感
染
症
に
な
っ
た
時
、「
予
防
方
法
が
あ
っ

た
の
に
」
と
後
で
知
る
の
は
と
て
も
残
念
な
こ

と
で
す
。

　
常
に
自
分
の
既
往
歴
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が

わ
か
る
よ
う
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
も
メ
モ

や
記
録
を
残
し
、
万
が
一
に
備
え
て
旅
行
保
険

に
入
っ
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

★
C
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　
旅
行
先
で
美
容
関
係
の
施
術
を
受
け
る

の
が
好
き
で
、
今
回
の
旅
行
で
は
ネ
イ
ル

を
楽
し
み
ま
し
た
。
帰
国
後
体
調
不
良
と

な
り
、
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
施
術
を
受
け
た
サ
ロ
ン

で
は
爪
の
処
理
を
す
る
際
に
出
血
し
た
り

傷
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

器
具
は
使
用
前
と
後
で
分
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、同
じ
場
所
に
戻
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日

本
で
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

な
っ
た
の
は
２
０
１
６
年
で
あ
り
、
自
分

が
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
世
代
で
あ
る
こ
と
を

診
察
室
で
医
師
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
が
始
ま
っ
て
麻
疹
の
ニ
ュ
ー
ス

が
増
え
ま
し
た
。「
日
本
は
麻
疹
排
除
国
に
認

定
さ
れ
た
の
に
な
ぜ
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
排
除
国
の
認
定
は
、

「
も
し
も
海
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ

た
と
し
て
も
、
地
域
に
ど
ん
ど
ん
広
が
ら
な
い

状
態
」
を
保
て
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
確

か
に
、「
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
帰
国
し
た
／
入
国
し

た
人
が
麻
疹
」
の
ニ
ュ
ー
ス
は
続
い
て
い
ま
す

が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
地
域
で
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
学
級
閉
鎖
や
学
校
閉
鎖
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

中
止
！
　
な
ど
の
事
態
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
て

い
る
人
た
ち
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
１

歳
と
小
学
校
入
学
前
の
「
２
回
接
種
」
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
麻
疹
と
診
断
さ

れ
て
い
る
人
は
大
人
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が
不

明
な
人
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
も
そ
も
１

歳
の
頃
の
記
憶
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
し
、
記
録

で
あ
る
「
母
子
手
帳
」
が
手
元
に
な
い
と
か
、
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目のトラブル
知っておきたい

　白内障は眼球のレンズの役割を
果たす水晶体が混濁する疾患で、
通常加齢とともに進行する。60歳
以上の半数以上が罹患しており、
非常にポピュラーな疾患である。
症状としては、混濁の位置と程度
によってかすむ、まぶしい、暗い
所ではっきり見えない、などさま
ざまである。生じた白内障を減ら
す薬は存在せず、「症状が気にな
るようになったら手術」というの
が現在の考え方である。

　白内障の手術は、角膜（黒目）
と強膜（白目）の境目を２～３
mm切開し、そこから細い器具で
濁った水晶体の中身を除去し、そ
の後に眼内レンズを入れる（図）。
局所麻酔で10 ～20分くらいの手

ピントを合わせるかなどの選択が
可能である。一般的には、もう片
方の目や、手術前の屈折状態を参
考に決めるが、自分にとってよく
使う距離に合わせることも重要で
ある。
　もう一つの多焦点レンズの話は
さらに複雑である。これまでは、
ほぼ一定の距離にピントを合わせ
る「単焦点レンズ」で、そこから
外れた距離のものを見るには眼鏡
の助けを借りる、というのが一般
的であった。しかしながら最近、
遠くと近く、さらには中間距離に
もピントが合う「多焦点レンズ」
が開発され、その施行件数も増え
ている。いろいろな距離に合う方
が便利なようだが、例えば遠くに
合わせた単焦点レンズと比べると、
多焦点レンズの見え方はやや劣る。
見え方の質よりもなるべく眼鏡な
しで見たい、という人に多焦点レ
ンズは向いている。さらに多焦点
レンズにもさまざまな種類があり、
保険でカバーできるもの、通常の
レンズとの差額を負担するもの、
全額自己負担になるもの、といっ
た違いがある。施設によって取り
扱いレンズも異なるので、ご自分
の希望を整理した上で主治医とよ
く相談することをおすすめする。

術で、多くの施設では外来手術と
して行っている。この20年ほどで
白内障手術の安全性は格段に向上
し、それにしたがって早い時期か
ら行われるようになった。現在で
は年間約150万件の白内障手術が
行われるようになり、これはすべ
ての手術の中で最多である。
　しかし手術の容易さは症例によ
ってまちまちであることには留意
する必要がある。
　特に①非常に進行した例②糖尿
病合併例③水晶体を支える組織が
脆い例（前立腺肥大の薬を内服し
ている場合に多い）④散瞳不良例
⑤強度近視⑥ブドウ膜炎など他の
眼疾患の合併例――などでは合併
症のリスクが高い。手術前には自
分の場合のリスクの高さについて
聞いておくべきである。

日本眼科学会ウェブサイトより
https://www.nichigan.or.jp/public/disease/treatment/item01.html

白内障は、手術のタイミングと
眼内レンズ選択がポイント

　もう一つ手術に際して考
慮すべきなのは、眼内レン
ズの選択であり、①ピント
を合わせる距離②単焦点レ
ンズか多焦点レンズか――
という２つのポイントがあ
る。眼内レンズの度数を調
整することで遠くをよく見
えるようにするか、近くに

1982年慶應義塾大学医学部卒業。1985年済生会
神奈川県病院眼科、1987年ボストン大学および
Eye Research Institute of Retina Foundationに留学。
1992年東京歯科大学眼科講師、1999年同大学眼科
助教授、2006年同大学眼科教授。2023年赤坂島崎
眼科院長、東京歯科大学名誉教授。

赤坂島崎眼科 院長
島﨑 潤 しまざき じゅん
［執筆者］

第 2 回

白内障の手術図

人工レンズ
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米
国
に
遅
れ
る
こ
と
39
年
。
１
９
９
９
年

９
月
に
発
売
さ
れ
た
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（
卵
胞

ホ
ル
モ
ン
）
と
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
（
黄
体
ホ
ル

モ
ン
）
の
配
合
剤
で
あ
る
低
用
量
経
口
避
妊

薬
（
ピ
ル
）
は
、
日
本
家
族
計
画
協
会
が

２
０
２
３
年
に
実
施
し
た
全
国
調
査
で
は
、

２
０
１
６
年
に
比
べ
て
４
倍
近
く
と
順
調
に

普
及
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
婦

人
科
は
敷
居
が
高
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ピ
ル
」
と

称
し
て
ス
マ
ホ
な
ど
で
産
婦
人
科
医
と
つ
な

が
り
、「
ご
自
宅
ま
で
ピ
ル
を
お
送
り
し
ま
す
」

と
い
う
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
が
、
ピ
ル
を
日
本

人
女
性
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
も
の
に
し
た

可
能
性
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
従
来
の
ピ
ル
に
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
が
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
使

用
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回（
２
０
２
５
年
５
月
）、

薬
事
承
認
さ
れ
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン

単
剤
経
口
避
妊
薬
）
は
商
品
名『
ス
リ
ン
ダ
Ⓡ

錠
28
』。
黄
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
の
一
種
で
あ

る
ド
ロ
ス
ピ
レ
ノ
ン
を
主
成
分
と
す
る
Ｐ
Ｏ

Ｐ
で
、
ド
ロ
ス
ピ
レ
ノ
ン
４
mg
を
24
日
間
服

用
し
、
４
日
間
は
薬
の
成
分
が
入
っ
て
い
な

い
錠
剤
（
偽
薬
）
を
服
用
し
、
そ
れ
を
繰
り

返
し
ま
す
。
こ
の
偽
薬
服
用
中
に
月
経
の
よ

う
な
出
血
が
始
ま
り
ま
す
（
出
血
が
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）。
こ
れ
を
周
期
投
与
法
と

言
い
ま
す
。
避
妊
が
目
的
の
薬
で
す
の
で
、

毎
月
出
血
が
起
こ
っ
て
、
妊
娠
が
確
実
に
否

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
周
期
投
与
法
が
支
持
さ

れ
る
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ス
ピ
レ
ノ
ン
は
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
活

性
に
基
づ
く
排
卵
の
抑
制
、
子
宮
頸
管
粘
液

の
粘ね

ん

稠ち
ょ
う

性せ
い

を
高
め
る
こ
と
に
よ
る
精
子
の
侵

入
障
害
、
子
宮
内
膜
の
菲ひ

薄は
く

化か

に
よ
る
受
精

卵
の
着
床
阻
害
な
ど
多
様
な
作
用
機
序
に
よ

Ｐ
で
あ
る
『
ス
リ
ン
ダ
Ⓡ
錠
28
』
は
、
血
栓

症
リ
ス
ク
を
有
す
る
女
性
に
対
し
て
も
推
奨

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
授
乳
（
６
週
間

以
上
）、
年
齢
、
喫
煙
、
十
分
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
る
高
血
圧
は
、「
カ
テ
ゴ
リ

ー
１
」
の
「
制
限
な
く
使
用
で
き
る
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
）。
確
実
な
避
妊
を

求
め
る
日
本
人
女
性
に
と
っ
て
、
安
心
、
安

全
に
使
用
で
き
る
避
妊
薬
と
し
て
今
後
注
目

を
集
め
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

っ
て
避
妊
効
果
を
高
め
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
13
周
期
投
与
終

了
時
で
の
妊
娠
数
は
総
周
期
数

３
３
１
９
周
期
の
う
ち
１
例
。

１
０
０
人
の
女
性
が
１
年
間
使
っ

た
場
合
の
妊
娠
数
（
パ
ー
ル
指
数
）

は
０
・
３
９
１
７
と
い
う
結
果
で

し
た
。
わ
が
国
で
開
発
し
た
ピ
ル

の
１
年
間
を
通
じ
て
の
妊
娠
率
は

女
性
が
抱
え
る

　健
康
問
題
と
そ
の
予
防

長
年
待
望
し
て
い
た
新
し
い
避
妊
薬
の
登
場

第18話

自治医科大学を１期生として卒業
後、群馬県庁に在籍する傍ら、群
馬大学医学部産科婦人科学教室で
臨床を学ぶ。1988年から日本家族
計画協会クリニック所長。東京都
予防医学協会理事、日本母性衛生
学会名誉会員。2018年より現職。

日本家族計画協会 会長

北村 邦夫
きたむら くにお

［執筆者］

０
・
29
％
で
し
た
か
ら
、
遜
色
が
な
い
と
言

え
ま
す
。「
２
日
連
続
し
て
飲
み
忘
れ
た
場
合

は
気
づ
い
た
時
点
で
直
ち
に
飲
み
忘
れ
た
錠

剤
を
１
錠
服
用
し
、
そ
の
日
の
錠
剤
も
通
常

ど
お
り
に
服
用
す
る
」「
３
日
以
上
連
続
し
て

飲
み
忘
れ
た
場
合
は
服
用
を
中
止
し
、次
の
月

経
を
待
ち
服
用
を
再
開
す
る
」な
ど
、
従
来

の
ピ
ル
と
同
様
な
対
処
法
が
と
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
行
し
て
い
る
「
避
妊
薬
の
使

用
に
関
す
る
医
学
適
格
基
準
」
に
は
、
Ｐ
Ｏ

表 配合剤経口避妊薬（ピル）とPOPとの比較
（WHOのガイドラインより抜粋）

リスク・ファクター 配合剤ピル POP

授乳
6週未満 4 2
6週間～6カ月未満 3 1
6カ月以上 2 1

静脈血栓塞栓
症／肺塞栓症

既往歴 4 2
急性 4 3
長期に安静を必要とする大手術 4 2

年齢

初経～18歳未満 1
初経～40歳未満 1
40歳以上 2
18歳～ 45歳 1
45歳以上 1

喫煙
35歳未満 2 1
35歳以上で1日15本未満 3 1
35歳以上で1日15本以上 4 1

高血圧
（他のリスク・
ファクターなし）

高血圧の既往あり（血圧上昇なし） 3 2
十分にコントロールされている高血圧 3 1
140-159/90-99mmHg 3 1
160以上/100mmHg以上 4 2
血管病変あり 4 2

医学適格基準 医学適格基準カテゴリーの定義
カテゴリー1 制限なく使用できる
カテゴリー2 使用する利点がリスクを上回る
カテゴリー3 リスクが利点を上回る。他に利用できる方法がない場合を除き推奨されない
カテゴリー4 使用が制限される

World Health Organization. Medical eligibility criteria for contraceptive use. 5th ed. Geneva: WHO; 2015. 
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●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

保健
師

コラム 応援
したい！

職場での健康づくりを始めませんか？

第 17 回

　
昨
夏
、
本
会
で
「
よ
ぼ
う
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り

よ
い
生
活
習
慣
の
習
得
へ
向
け
て
、
食
事
・

運
動
・
睡
眠
の
い
ず
れ
か
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

計
画
」
に
１
カ
月
間
取
り
組
む
と
い
う
、
生

活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
経
営
®
＊

の
施
策
で
す
。私
は
睡
眠
コ
ー
ス
を
選
択
し
、

「
寝
る
前
に
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
入
る
」
計

画
を
立
て
ま
し
た
。夏
の
暑
さ
が
不
得
手
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
前
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
だ
け

の
入
浴
習
慣
で
し
た
。
そ
こ
で
、
参
加
賞
と

し
て
貰
っ
た
ク
ー
ル
タ
イ
プ
の
入
浴
剤
を
活

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
改
善
策
の
ご
提
案

を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
専
門
職
が

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
健
康
づ
く
り
メ

ニ
ュ
ー
や
、
健
康
課
題
別
健
康
づ
く
り
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
生
活
習
慣
面
や

ス
ト
レ
ス
面
な
ど
、
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー

の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
図
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
老
若
男

女
問
わ
ず
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
健
康
づ
く
り
と
い
う
側
面

か
ら
、
生
き
生
き
と
働
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
い
た
し
ま
す
。
普
段
通
り
の
生
活
を
し
な

が
ら
お
の
ず
と
健
康
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
職
場
で
の
健

康
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

健康づくりを

★
本
会
の
健
康
経
営
の
取
り
組
み

★
職
場
の
健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

用
し
た
と
こ
ろ
、
爽
快
感
が
得
ら
れ
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
も
な
り
、
お
風
呂
上
が
り
を
快
適

に
過
ご
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
湯
船
に
つ
か

っ
た
日
の
翌
朝
に
熟
眠
感
を
覚
え
ま
し
た
。

現
在
は
湯
船
に
つ
か
る
こ
と
が
習
慣
と
な
り

睡
眠
の
質
が
上
が
っ
た
こ
と
で
、
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ッ
プ
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。

　
皆
様
の
職
場
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
？
　
健
康
づ
く
り
と
い
う

と
自
分
自
身
で
行
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

本会の「健康経営」健康づくりメニュー図

２
０
２
４（
令
和
６
）
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
健
康
日
本

21（
第
三
次
）」
で
は
、
企
業
や

民
間
団
体
と
い
っ
た
多
様
な
主

体
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
必
要
性
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

目
標
と
し
て
、
①
ス
マ
ー
ト
・

ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

企
業
・
団
体
の
増
加
　
②
健
康

経
営
の
推
進
③
利
用
者
に
応
じ

た
食
事
提
供
を
し
て
い
る
特
定

給
食
施
設
の
増
加
④
必
要
な
産

業
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
事
業
場
の
増
加
―
―
の
４

点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
健
診
結
果
等
か

ら
健
康
課
題
を
抽
出
す
る
た
め

▼集団セミナーの実施風景

厚生労働省：健康日本21(第三次)の推進のための説明資料（その２）  １０９～１１３ページ厚生労働省：健康日本21(第三次)の推進のための説明資料（その２）  １０９～１１３ページ
https://www.mhlw.go.jp/content/001426891.pdfhttps://www.mhlw.go.jp/content/001426891.pdf
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文献文献

源間 紫乃
本会保健師

＊「健康経営」® はNPO法人健康経営研究会の登録商標です＊「健康経営」® はNPO法人健康経営研究会の登録商標です

お問い合わせ先

● 対面方式、オンライン方式、オンデマンド方式いずれも可能です。
   オンラインの場合も同様の金額とさせていただきます。
● 保健師、管理栄養士、健康運動指導士一人あたりの料金です。料金には市ヶ谷からの移動時間も含みます。
● 遠方等、高速料金を使用の場合は別途請求となります。
● 呼気検査、食事診断、食育弁当、唾液検査キット、アルコール体質検査、体組成測定、ロコモ度測定、レジリエンスアセスメント
   体験等の場合は、別途料金請求となります。
● 出張による個別相談実施の場合には別途27,500円を頂戴いたします。

「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践することです。
企業理念に基づき、従業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力向上や生産性の向上等
の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株価向上につながると期待されます。
健康経営は、日本再興戦略、未来投資戦略に位置づけられた「国民の健康寿命の延伸」に関する
取り組みの一つです。
健康日本2 業企む組り取に営経康健、はで」次三第「 1 1 0万社以上を目標として掲げています。

・定期健診集計結果等から課題を抽出するための相談をお受けします
・健康経営度調査結果の見方に関する相談をお受けします
・健康経営推進に向けてのお困りごとの相談をお受けします

・現状を把握した結果より、具体的な改善策の実施へ向けて、
　優先順位の検討などのご相談をお受けします
・健康経営実施計画立案についての相談をお受けします
・具体的な健康づくり施策についてご提案をいたします

・保健師、管理栄養士、健康運動指導士などの専門職がライフステージに沿った
　健康づくりメニュー、健康課題別健康づくりメニューを提供いたします

・各施策実施の効果について、アンケート結果をもとに前後比較し、報告共有をいたします
・次年度以降の課題についての相談をお受けします

貴社の健康診断担当者にお気軽にご相談ください。
健康経営アドバイザーと医療専門職がご訪問いたします！

皆様のチャレンジを応援します！

健康経営に関するご相談

集団セミナー

個別健康相談

1回あたり 90分

1回3時間未満

1回3時間以上

1人あたり 30分

 27,500円～

 55,000円～

 60,500円～

 6,600円～

施設健診事業部
TEL:03-3269-1141

健診事業部
TEL:03-3269-1143

専門資格及び認定

保健師 7名

管理栄養士 2名

健康運動指導士 4名

臨床心理士 1名

スポーツ指導医 2名

健康経営エキスパートアドバイザー 1名

健康経営アドバイザー 18名

日本産業衛生学会産業保健看護専門家 1名

日本人間ドック学会遺伝学的検査アドバイザー 1名

日本人間ドック学会人間ドックアドバイザー 1名

レジリエ・コーチ 1名

現状把握

実践支援

振り返り

改善策の
ご提案

◆健康経営エキスパートアドバイザーや健康経営アドバイザー、
　　　医療専門職がチームとなってサポートいたします。

公益財団法人東京都予防医学協会

料金について（税込）

スタッフについて（2024年4月1日現在）

東京都予防医学協会は
皆様の

東京都予防医学協会は
皆様の の取り組みをサポートします！の取り組みをサポートします！健康経営

に取り組む企業が
増えています。「健康経営®」

「健康経営®」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

4年連続取得中！

健康経営優良法人
ホワイト500を

お問い合わせ先

● 対面方式、オンライン方式、オンデマンド方式いずれも可能です。
   オンラインの場合も同様の金額とさせていただきます。
● 保健師、管理栄養士、健康運動指導士一人あたりの料金です。料金には市ヶ谷からの移動時間も含みます。
● 遠方等、高速料金を使用の場合は別途請求となります。
● 呼気検査、食事診断、食育弁当、唾液検査キット、アルコール体質検査、体組成測定、ロコモ度測定、レジリエンスアセスメント
   体験等の場合は、別途料金請求となります。
● 出張による個別相談実施の場合には別途27,500円を頂戴いたします。

「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践することです。
企業理念に基づき、従業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力向上や生産性の向上等
の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株価向上につながると期待されます。
健康経営は、日本再興戦略、未来投資戦略に位置づけられた「国民の健康寿命の延伸」に関する
取り組みの一つです。
健康日本2 業企む組り取に営経康健、はで」次三第「 1 1 0万社以上を目標として掲げています。

・定期健診集計結果等から課題を抽出するための相談をお受けします
・健康経営度調査結果の見方に関する相談をお受けします
・健康経営推進に向けてのお困りごとの相談をお受けします

・現状を把握した結果より、具体的な改善策の実施へ向けて、
　優先順位の検討などのご相談をお受けします
・健康経営実施計画立案についての相談をお受けします
・具体的な健康づくり施策についてご提案をいたします

・保健師、管理栄養士、健康運動指導士などの専門職がライフステージに沿った
　健康づくりメニュー、健康課題別健康づくりメニューを提供いたします

・各施策実施の効果について、アンケート結果をもとに前後比較し、報告共有をいたします
・次年度以降の課題についての相談をお受けします

貴社の健康診断担当者にお気軽にご相談ください。
健康経営アドバイザーと医療専門職がご訪問いたします！

皆様のチャレンジを応援します！

健康経営に関するご相談

集団セミナー

個別健康相談

1回あたり 90分

1回3時間未満

1回3時間以上

1人あたり 30分

 27,500円～

 55,000円～

 60,500円～

 6,600円～

施設健診事業部
TEL:03-3269-1141

健診事業部
TEL:03-3269-1143

専門資格及び認定

保健師 7名

管理栄養士 2名

健康運動指導士 4名

臨床心理士 1名

スポーツ指導医 2名

健康経営エキスパートアドバイザー 1名

健康経営アドバイザー 18名

日本産業衛生学会産業保健看護専門家 1名

日本人間ドック学会遺伝学的検査アドバイザー 1名

日本人間ドック学会人間ドックアドバイザー 1名

レジリエ・コーチ 1名

現状把握

実践支援

振り返り

改善策の
ご提案

◆健康経営エキスパートアドバイザーや健康経営アドバイザー、
　　　医療専門職がチームとなってサポートいたします。

公益財団法人東京都予防医学協会

料金について（税込）

スタッフについて（2024年4月1日現在）

東京都予防医学協会は
皆様の

東京都予防医学協会は
皆様の の取り組みをサポートします！の取り組みをサポートします！健康経営

に取り組む企業が
増えています。「健康経営®」

「健康経営®」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

4年連続取得中！

健康経営優良法人
ホワイト500を

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/kenko/img/pdf/kenko_keiei.pdf
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コラム この数字は
なんでし

ょう？

25 ｇ第      回10

1日の理想的な食物繊維の摂取量

　厚生労働省が策定している「日本人の食事摂取基準」
は5年に１回改定されます。2025年4月から2025年
版が適用されました。今回は2020年版からの変更点
の中から、食物繊維について紹介します。最新の研究
で食物繊維を多く摂るほどがんや糖尿病などの生活習
慣病の発生率が低くなることが明らかになったため、
2025年版では１日の理想的な食物繊維の摂取量を
2020年版よりも1ｇ多く、25ｇで設定しています。

　食物繊維は、からだの構成やエネルギー源にはなり
ませんが、次のような健康に役立つ働きがあります。
①コレステロールの吸収の抑制
②血糖値の上昇を緩やかにする
③腸内の善玉菌を増やす
④食事の満足感を得やすくし食べ過ぎ防止につながる
⑤自然によくかむようになる
　この他にもたくさんの働きがあり、注目され続けて
います。

このコラムでは、食と健康に関する数字から
日頃の習慣の振り返りにつながるような情報をご紹介します。

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

　
　しかし、令和5（2023）年の国民健康・栄養調査で
は、20代以上の平均摂取量が約18.2ｇという結果で
した。理想的な摂取量と、実際の摂取量には差がある
ようです。こうした現状を踏まえ、2025年版では1日
の目標量について、男性は18 ～29歳で20ｇ以上、
30 ～64歳は22ｇ以上、65 ～74歳は21ｇ以上とし、
女性は18 ～74歳で18ｇ以上と設定しています。

　食物繊維は、野菜、海藻、きのこ、豆、果物に多く
含まれています。また、穀類も重要な食物繊維の供給
源です。白米を雑穀に変えると、より食物繊維量もア
ップします。こうしたことから、極端な炭水化物ダイ
エットは食物繊維の摂取量を減らすことにもつながる
ので気をつけましょう。

　今夏からの人間ドックのお弁当のテーマは食物繊維
です。1食で食物繊維が10.9ｇ摂れるメニューになっ
ています（P24参照）。人間ドックにお越しの際にぜ
ひご賞味いただき、食物繊維の摂り方など参考にして
いただければと思います。

◆食物繊維の働き
◆食物繊維を増やす工夫

◆本会の人間ドックのお弁当

◆実際の摂取量は？

筆者のある１日の食事と食物繊維摂取量図

鶴田 浩子
本会管理栄養士

ある1日の食事内容

朝
おにぎり（白米）1個、
ヨーグルト100ｇ、
パイナップル50ｇ

昼 そうめん（ゆで卵、オクラ50ｇ、
納豆50ｇ）

夕

ご飯150ｇ
豚しゃぶサラダ（豚もも肉 80ｇ、
キャベツ100ｇ、トマト中1個）
味噌汁（豆腐、ネギ15ｇ）

間
食 アイスクリーム

▶14.1ｇ食物繊維摂取量（合計）

青字＝食物繊維を多く含む食材　
赤字＝工夫した点

ある1日の食事内容工夫を取り入れた後

朝
おにぎり(雑穀に変更） 1個
ヨーグルト100ｇ、
パイナップル50ｇ

昼 そうめん（ゆで卵、オクラ50ｇ、
納豆50ｇ、めかぶ20ｇ追加）

夕

ご飯150ｇ(雑穀に変更）
豚しゃぶサラダ（豚もも肉 80ｇ、
キャベツ100ｇ、トマト中1個、
えのき30ｇ追加）
味噌汁（豆腐、ネギ15ｇ、
なめこ30ｇ追加）

間
食

アイスクリームを冷凍果物
（マンゴー）50ｇに変更

▶19.9ｇ食物繊維摂取量（合計）

実 際に工 夫してみると
　筆者のある1日の食事から摂れる食物繊維の摂取量と、
食物繊維を取り入れる工夫をした場合の摂取量を比較し
てみました（図）。理想的な量にはまだ届かない結果で
したが、食物繊維を意識して増やしたことで食感も楽し
める献立になりました。
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第
14
回
の
コ
ラ
ム
で
取
り
あ
げ
る
筋
肉
は

「
ヒ
ラ
メ
筋
」
で
す
。

　
ヒ
ラ
メ
筋
は
、
ひ
ざ
下
の
後
ろ
側
に
あ
る

扁
平
な
筋
肉
で
、
腓
腹
筋
※1

に
被
わ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ
の
外
側
に
あ
る
、
腓
骨

の
腓
骨
小
頭
の
後
面
か
ら
腓
骨
体
部
の
後
面

３
分
の
１
付
近
か
ら
始
ま
り
、
ア
キ
レ
ス
腱

を
形
成
し
て
、
か
か
と
の
骨
が
隆
起
し
て
い

る
部
位
に
付
着
し
ま
す（
図
）。

　
ヒ
ラ
メ
筋
は
下
腿
後
面
に
位
置
し
て
、足
関

節（
図
）※2
を
底
屈
（
足
首
を
伸
ば
す
）
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
、
歩
く
時
に
地
面
を
蹴
る
、

車
の
運
転
時
、
ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ

ル
を
踏
む
動
き
、
ヒ
ー
ル
の
高
い
靴
を
履
い

て
立
つ
・
歩
く
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
坂
道
を
上
る
時
は
、
足
関
節
は
背
屈

（
足
首
を
曲
げ
る
）
す
る
の
で
、
ヒ
ラ
メ
筋

が
伸
張
さ
れ
た
ま
ま
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
プ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
時
に
力
強
く
、

関
節
の
底
屈
・
背
屈
の
繰
り
返
し
が
多
く
な

る
と
、
筋
肉
が
硬
く
な
っ
た
り
、
柔
軟
性
が

低
下
す
る
な
ど
の
疲
労
現
象
が
起
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ひ
ざ
の
屈
伸
運
動
（
し
ゃ
が
む

動
き
）
を
し
た
時
に
、
ふ
く
ら
は
ぎ
が
張
っ

て
い
て
、
屈
伸
運
動
が
し
に
く
い
と
感
じ
る

場
合
は
、
ヒ
ラ
メ
筋
の
柔
軟
性
が
低
下
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
座
っ
て

い
る
時
間
が
長
く
、
ヒ
ラ
メ
筋
を
使
わ
な
い

で
い
る
と
、
血
流
を
押
し
上
げ
る
ポ
ン
プ
作

用
が
機
能
し
に
く
く
な
り
、
足
の
む
く
み
や

冷
え
、エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
※3

の
原
因

と
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ヒ
ラ
メ
筋
は
足
関
節
を
動
か
す
筋
肉
な
の

で
、
足
を
着
地
す
る
際
に
足
関
節
が
不
安
定

な
状
態
だ
と
、
足
首
を
外
側
へ
捻
る
よ
う
な

「
捻
挫
」
な
ど
の
け
が
に
つ
な
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
足
関
節
の
安
定
性
を
高
め
る
た

め
に
も
、
靴
ひ
も
は
し
っ
か
り
結
び
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
靴
の
選
び
方
も
大
切
で
す
。
履

い
て
い
る
靴
が
、表
の
よ
う
な
靴
か
ど
う
か
、

確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
足
の
着
地
時
の
衝
撃
が
ヒ
ラ
メ

筋
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
お
尻
の
筋
肉
や
ふ

く
ら
は
ぎ
の
上
に
あ
る
太
も
も
の
筋
肉
を
強

化
し
て
、
骨
盤
周
辺
の
筋
肉
で
体
重
を
支
え

る
こ
と
も
痛
み
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
運
動
は
、
ヒ
ラ
メ
筋
の

柔
軟
性
を
高
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ヒ
ラ
メ
筋

や
お
尻
・
太
も
も
の
筋
肉
強
化
に
つ
な
が
る

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
（
動
画
）。

　
特
に
お
風
呂
上
が
り
な
ど
に
裸
足
で
行
う

と
、
足
関
節
が
よ
く
動
く
の
で
、
ご
紹
介
す

る
運
動
が
行
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

縁の下の力持ちヒラメ筋
ヒ
ラ
メ
筋
の
位
置
と
特
徴

ヒ
ラ
メ
筋
の
働
き

動画はこちらから▶

第 14 回

健康運動指導士コラム

ヒ
ラ
メ
筋
を
上
手
に
使
う
た
め
に
は

参考文献

・『カラー図解 筋肉のしくみ・はたらき事典』 石井直方監修／左明・山口典孝共著／西東社
・『図解機能解剖学』 小出清一著／日本エアロビックフィットネス協会
・『へるすあっぷ21』2023.10／法研
・『スポーツと運動の筋膜』Robert Schleip他著／竹内京子監訳／ラウンドフラット

松本 重美
本会健康運動指導士

素
早
く
蹴
る
働
き
を
す

る
腓
腹
筋
に
対
し
、
ヒ

ラ
メ
筋
は
歩
く
時
な
ど

に
ゆ
っ
く
り
蹴
る
動
き

を
長
時
間
行
う
こ
と
が

得
意
な
筋
肉
で
す
。

　
ヒ
ラ
メ
筋
は
腓
腹
筋

と
同
様
、
立
位
の
動
き

の
時
に
は
常
に
使
わ
れ

て
お
り
、
長
時
間
歩
い

た
り
、
登
山
時
に
、
足
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ヒラメ筋
図

腓骨 脛骨

アキレス腱

大
腿
骨
か
ら
か
か
と
の
骨
を
結
ぶ
、ふ
く
ら
は
ぎ
の

筋
で
、足
関
節
を
底
屈
、膝
関
節
を
屈
曲
さ
せ
る
働
き

が
あ
る（
２
０
２
４
年
夏
号
参
照
）。

  

距
腿
関
節
。
脛
骨
・
腓
骨
、
距
骨
の
3
つ
の
骨
か
ら

構
成
さ
れ
る
関
節
。

 

深
部
静
脈
血
栓
症
。
脚
の
静
脈
に
血
栓
が
で
き
る
病

気
で
、
主
な
原
因
は
血
流
の
よ
ど
み
。

脛骨
腓骨

距骨 ヒラメ筋のための靴の選び方表

・かかとの部分が安定している靴
・靴底のすり減りが少ない靴
・クッション性のある靴

※３ ※2 ※1
な
ど
の
背
景
、
そ
し
て
久
美
子
さ
ん
の
気
持

ち
の
変
化
、
ご
両
親
の
思
い
に
つ
い
て
、
Ｓ

Ｍ
Ａ
を
も
つ
患
者
さ
ん
の
診
療
を
し
て
き
た

医
師
と
し
て
心
に
刺
さ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

豊
中
病
院
で
お
会
い
し
た
時
に
理
知
的
な
ご

家
族
の
印
象
を
受
け
た
が
、
治
療
法
の
な
い

２
０
０
０
年
初
頭
、
多
く
の
方
た
ち
が
、
久

美
子
さ
ん
と
ご
両
親
の
よ
う
に
、
辛
く
厳
し

い
思
い
を
な
さ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に「
武
蔵
」

が
現
れ
て
、
心
身
と
も
に
不
安
定
に
な
り
え

る
思
春
期
を
迎
え
る
少
女
に
寄
り
添
い
、
希

望
の
光
と
な
っ
た
事
実
を
温
か
く
描
い
た
物

語
で
あ
る
。

　
現
在
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
治
療
と
発
症
予
防
が
可
能

と
な
り
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
対
象
疾

患
の
一
つ
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
て
事
業
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
日

本
の
宝
で
あ
る
こ
ど
も
た
ち
が
そ
ろ
っ
て
健
康

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

も
し
Ｓ
Ｍ
Ａ
と
診
断
さ
れ
て
も
新
し
い
時
代
の

治
療
に
よ
っ
て
幸
せ
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
医
学
・
医
療
の
進
歩

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

な
病
気
か
説
明
を
し
て
ほ
し
い
、
久
美
子
さ

ん
役
の
成
海
璃
子
さ
ん
へ
の
歩
き
方
、
転
び

方
、
車
椅
子
の
指
導
、
脚
本
の
診
療
場
面
で

医
師
と
久
美
子
さ
ん
家
族
の
台
詞
チ
ェ
ッ
ク
、

で
き
れ
ば
ロ
ケ
に
同
行
、
診
察
法
の
指
導
を

し
て
ほ
し
い
、
さ
ら
に
小
道
具
と
し
て
カ
ル

テ
作
成
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
診
断
の
時
に
使
う
資
料
一

式
作
成
な
ど
、
遠
慮
な
く
（
苦
笑
）
協
力
を

要
請
さ
れ
た
。

　
折
し
も
当
時
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
特
定
疾
患
と
し

て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
厚
生
労
働
省
神
経

変
性
班
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
認
定
診
断
基
準

を
策
定
し
な
が
ら
も
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
社
会
的
認

知
度
の
低
さ
を
痛
感
し
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。

早
速
、『
介
助
犬
武
蔵
と
学
校
へ
行
こ
う
』（
ハ

ー
ト
出
版
）を
購
入
し
て
読
み
始
め
た
。「
小

学
校
中
学
年
以
上
向
き
」
と
表
紙
に
書
か
れ

て
い
て
、
大
き
な
文
字
で
フ
リ
ガ
ナ
つ
き
、

難
解
な
小
説
は
苦
手
な
私
で
も
一
気
に
読
み

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
久
美
子
さ
ん
の
Ｓ

Ｍ
Ａ
の
発
症
は
い
つ
か
、
症
状
は
、
確
定
診

断
は
何
歳
の
時
か
、車
椅
子
は
い
つ
か
ら
か
、

Book Review

1976年東京女子医科大学卒業。1980年同大
学院臨床医学系小児科学修了、同小児科助
手。1999年同小児科講師、助教授を経て、
教授。2001年同大学院先端生命医科学系専
攻遺伝子医学分野教授。2004年同遺伝子医
療センター教授・所長、2013年からＳＭＡ
の治験に治験責任医師として携わる。2016
年同副学長、2017年同ゲノム診療科特任教
授（2025年3月まで）、同名誉教授。2024年
より瀬川記念小児神経学クリニック勤務。

齋藤 加代子
さいとう かよこ

Ｍ
Ａ
（
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
）
の
Ｔ
Ｖ

ド
ラ
マ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

医
療
監
修
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
　

成
海
璃
子
さ
ん
が
主
演
で
す
よ
！
」
と
、
東

京
都
神
経
科
学
総
合
研
究
所
の
林
雅
晴
先
生

か
ら
電
話
を
お
受
け
し
た
の
は
、
２
０
０
７

年
早
々
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
介
助
犬
ム
サ

シ
～
学
校
へ
行
こ
う
！
～
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
ド
ラ
マ
と
の
こ
と
。
そ
う
い
え
ば
…
と

思
い
出
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
患
者
会
「
Ｓ
Ｍ
Ａ

家
族
の
会
」
関
西
支
部
発
足
の
打
ち
合
わ
せ

会
場
、
豊
中
病
院
の
会
議
室
で
紹
介
さ
れ
た

久
美
子
さ
ん
と
介
助
犬
で
あ
る
。
会
議
の
間

中
、
真
っ
黒
で
大
き
な
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
レ
ト

リ
バ
ー
が
車
椅
子
の
久
美
子
さ
ん
の
横
で
静

か
に
寝
そ
べ
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
広
く
な
い

会
議
室
で
、
す
ぐ
近
く
を
し
っ
ぽ
を
踏
ま
な

い
よ
う
に
歩
い
て
も
、
ま
っ
た
く
動
ず
る
こ

と
な
く
、
さ
す
が
（
！
）
と
感
心
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
２
０
０
７
年
４
月
20
日
（
金
）
に
オ
ン
エ

ア
と
の
こ
と
、
あ
ま
り
時
間
が
な
い
。
監
督

さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
と
は
ど
の
よ
う

Ｓ

介助犬武蔵と学校へ行こう
綾野まさる 著
ハート出版

お
す
す
め
の
一
冊

綾
野
ま
さ
る『
介
助
犬
武
蔵
と
学
校
へ
行
こ
う
』
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本 会 の 取 り 組 み を 紹 介 し ま す

始めて

います
！

第 12 回

本会は、すべての年代の従業員が働きやすい職場づくりに力を入れています。
近年、各職場で50歳以上の高年齢労働者が増加していることから、

高年齢労働者が元気に働くための環境づくりや健康教育をスタートしました。
今回は、2023年度から毎年実施している「高年齢労働者 健康づくりプログラム」についてご紹介します。

「高年齢労働者 健康づくりプログラム」

まとめ
「高年齢労働者健康づくりプログラム」は、単に体力を測定するだけにとどまらず、参加者がこれをきっかけにさらな
る健康維持に積極的に取り組む意欲を引き出しているようです。また、高年齢労働者がよりいっそうの知識や情報を求
めていることも明らかになりました。そしてロコモ予防への対策はフレイル※への移行を予防することが期待できます。
本会は、今後もより効果的な健康増進プログラムを実施して、従業員の健康増進を支援し、働きがいのある職場づくり
に力を入れていきます。

52歳以上の従業員を対象に
「高年齢労働者健康づくりプログラム」を実施

本会では、2020～21年に「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン）」
に基づく職場巡視を行いました。具体的には、各職場の所属長が自部署の課題を洗い出したうえで、産業医、保健師が
全職場を回ってともに確認するといった内容です。これらの結果に基づき、よりよい職場環境づくりの第一歩としてス
タートしたのが「高年齢労働者健康づくりプログラム」です。このような手順を踏んだ施策を行っている事業所はまだ
少数であるとされることから、本会としても、これまでにない新しい取り組みとして本プログラムをスタートさせまし
た。

＊「健康経営®」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。※フレイル：心身の活力が低下し、健康と要介護の中間にある虚弱な状態

◉経緯と特徴

◉「高年齢労働者健康づくりプログラム」実施状況

高年齢労働者 健康づくりプログラム

会場 本会施設内「人間ドック室」

期間 2025年７月１日～８月29日

2026年３月31日の時点で52歳以上、
偶数年齢の従業員

対象

ロコモ度テスト、25項目問診※、握力測定、
体組成測定および結果説明、
希望者に栄養相談および運動相談を実施

内容

※1カ月間に身体の痛みや日常生活で困難なことがあったかを25項目の質問で チェックするもの

2025年度

◉ 参加者の声

体組成測
定をきっかけ

に、

自分のから
だについて

より関心を
持つようにな

った

数値で自分のからだを
知ることができ、客観的に
現状を把握できた

運動の重要性や、筋肉量の
大切さを改めて認識した運動だけでなく、

栄養、睡眠などが
テーマの

プログラムも実施
してほしい

運動の必要性や
健康維持の重要性を再認識しました

測定結果を今後の健康づくりに活かしたい

◉ロコモ度テストについて
「高年齢労働者健康づくりプログラム」で行われる「ロコモ度テスト」は、「ロコモ立ち上がりテスト」「２ステ
ップテスト」の2種類のテストで下肢の筋力や移動機能を測定するものです。

下記の3つのテスト結果が「自分の年齢相応の数値結果」かどうかを判断します。

日本整形外科学会：ロコモティブシンドローム予防啓発公式サイト ロコモオンラインより

1歩目

身
長

2歩目

大股で

開始 終了最大2歩幅（2ステップの長さ）

大股で

できるだけ大股で2歩歩きます反動をつけずに
立ち上がる

立ち上がって
3秒間保持

10cm 20cm 30cm 40cm

約70°

両脚立ち上がりテスト 片脚立ち上がりテスト

※40ｃｍのみで
　 実施

反動をつけずに
立ち上がる

2ステップテスト

全従業員向けに高年齢労働者の特徴や健康課題に
ついて e-learning 教育を実施した上で、高年齢労
働者向けに体組成測定およびロコモ度テスト、保健
師・管理栄養士・健康運動指導士による個別健康相
談を実施しています。

プログラムの対象は、52 歳以上の従業員です。
偶数年齢の年度にご参加いただくことで、２年に１
回の頻度で健康状態を確認していただきます。

2023年度は対象者 63人のうち53人（84.1％）が
参加、2024年度は対象者74人中67人（90.5％）と、
高い参加率となりました。2025年度は７～８月に
実施予定です。

2024年度結果について
2024年度に実施した「高年齢

労働者健康づくりプログラム」は、
以下のような結果になりました。

2ステップ
テスト・

2ステップ値

1.3未満 
1人 6人

60人

1.3以上

2歩幅÷身長＝2ステップ値

立ち上がり
テスト

両脚で
４０cmから
立つことが
可能

実施しない

6人

11人

50人

片脚で４０cmから
立つことが可能

［参加者数］

67人 男性：21人
女性：46人

実施しない

反動をつけないために
胸の前で
腕を交差させる

基本姿勢

膝を軽く
曲げても
OK
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本会の活動から
　東京都島しょ部の住民を対象とした2025年度
のがん検診のうち、神津島村の乳がん・子宮が
ん検診・循環器検診が神津島村生きがい健康セ
ンターを会場として５月８～ 11日に行われ、
本会が協力した。

●第98回日本産業衛生学会が５月14 ～ 17日、
「持続可能でよりよい世界を目指す産業保健」
をテーマに宮城県仙台市で開催され、理事長の
久布白兼行、健診事業部長の廣瀬篤史、総合健
診部長の川井三恵、健康増進部長の加藤京子、
同部の職員２人が参加した。このうち、加藤が

「労働衛生機関保健師のワーク・エンゲイジメ
ントが高まる要因に関する検討」と題し、「一
般口演４人材育成・教育１」で発表した。
●第50回日本超音波検査学会学術集会が６月14
～ 15日、「超音波検査の集合知」をテーマに神
奈川県横浜市で開催され、検診検査部長の神宮
字広明、同部の職員10人が参加した。このうち、
神宮字はワークショップ「検診マニュアルに基
づいた所見判読 その３」の座長を務めた他、「検
診施設での技師教育」をテーマに、パネルディ
スカッション「腹部超音波検診の集合知」で講
演した。

　本会の令和７年度第１回理事会（定例）を６
月９日に開催した。理事長の久布白兼行を議長
として、「令和６年度事業報告、収支決算承認
の件」「定時評議員会の開催について」などの
決議を行い、いずれも満場一致で承認された。 
　一方、６月24日に開催した令和７年度定時評
議員会では、中野厚夫評議員を議長に選任し、

「令和６年度事業報告、収支決算承認の件」「任
期満了に伴う（理事・監事）選任の件」などに

関する決議を行い、いずれも満場一致で承認さ
れた。 
　また同日、評議員会終了後に開催した第２回
理事会（臨時）では、業務執行理事の選定と担
当業務などを決議し、新体制を次のように確定
した。 
　理事長=久布白兼行、専務理事=前田秀喜（事
務局、デジタル推進局担当）、常勤の理事＝阿
部勝已（健康支援センター担当）、矢島晴美（事
務局、検査研究センター担当）、黒田聡史（事
業本部担当）
　理事=山田忠輝（東京都保健医療局長）、松
本和紀（東京産婦人科医会会長）、櫻林郁之介（予
防医学事業中央会理事長）、三橋裕行（日本家
族計画協会理事長）、根本克幸（神奈川県予防
医学協会理事長）、須賀万智（東京慈恵会医科
大学環境保健医学講座教授）
　監事=小海正勝（弁護士）、中村寿孝（税理士） 

<順不同>

令和７年度理事会、評議員会を開催

東京都島しょ部のがん検診等に協力

学術集会への参加等

藤井 多久磨医師が本会の
検査研究センター長に就任しました

　藤井 多久磨（ふじい たく
ま）医師は、1987年に慶應
義塾大学医学部を卒業。国立
がんセンター研究所リサーチ
レジデント、米国エール大学
リサーチアソシエート、藤田
医科大学医学部婦人科学講座
教授・副院長などを歴任し、
2025年４月に本会検査研究
センター長に就任しました。
　専門は、婦人科がん、特に細胞診判定やコルポスコピ
ーです。
　日本産婦人科学会専門医・指導医、日本婦人科腫瘍学
会婦人科腫瘍専門医、日本臨床細胞学会細胞診専門医・
教育研修指導医などの資格を有し、本会保健会館クリニ
ックでは婦人科外来を担当しています。
　趣味はアウトドアとスポーツ。自然の中でリフレッシュ
する時間を大切にしているそうです。
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今回のテーマは食物繊維

穀物の減らし過ぎには、気をつけて 　人間ドックのお弁当で提供しているごはんは、食物
繊維を摂る工夫として白米と十五穀米を半分ずつ提供
しています。この他にも食物繊維を多く含む食材を使
用した料理を盛り込みました。
　このお弁当1食あたり、食物繊維は1日の目標量の
約半分が摂取できます。具沢山の味噌汁も自慢の一品
です。ぜひよく噛んで野菜の旨味や香りをご賞味くだ
さい。
　なお、本会ではスマートミール弁当を使ったランチ
ョンセミナーも実施しております。

※スマートミール®（略称スマミル）は、一般社団法人健康な食事・食環境コンソーシアムが実施する「健康な食事・食環境」認証制度で、健康に資する要素を含む栄養バランスのとれた食事のことです。
https://smartmeal.jp/

　2025年8月〜 2026年7月のお弁当のテーマは「も
っと摂りたい！食物繊維」です。
　食物繊維は生活習慣病の予防、改善によい影響を与
えることがわかっています。しかし、実際の摂取量は
不足しています。そのような中、5年に1回改定される
「日本人の食事摂取基準（2025年版）」では食物繊維の
摂取目標量が2020年版よりも増えました。これを機会
に、改めてより多く食物繊維を摂ってほしい、そんな
思いを込めてテーマとしました（食物繊維に関する目標
量、摂取状況などについては本誌P17もご覧ください）。
　食物繊維には大きく分けると水に溶けない不溶性食
物繊維と水に溶ける水溶性食物繊維があり、それぞれ
生理作用に特徴があります。不溶性食物繊維は、胃や
腸で水分を吸収し膨らむことで便通を整えます。水溶
性食物繊維は生活習慣病の原因となるコレステロール
などの物質を吸着し、体外に排出します。また乳酸菌
などの善玉菌を増やして腸内環境を整えます。食物繊
維を多く含む穀類、野菜、海藻、きのこ類、いも類で
は含まれている割合の差はあるものの、両方の食物繊
維を含んでいることがほとんどです。

　ところで、みなさんはごはん、麺、パンなどの穀類
を食べていますか？　炭水化物の摂取量を制限する
「炭水化物ダイエット」が流行る中、気になるのは穀
類の減らし過ぎによる食物繊維の不足です。炭水化物
ダイエットをしている方は、糖質だけでなく食物繊維
も減らしているということを意識し、より多くの野菜、
きのこ、海藻類を摂るようにしましょう。そして、穀
類を全く食べないのではなく、特に朝、昼食ではお弁
当のごはん程度の量は摂ることをおすすめします。

本会の人間ドックで提供しているお弁当「彩食健美膳」は、
2021年度より毎年スマートミールの認証※を受けています。

今回は食物繊維に着目し、たっぷりの野菜と魚・肉料理をご用意しました。
人間ドックにお越しの際は、ぜひスマートミールをご賞味いただきながら、

ご自身のからだだけでなく、食生活も振り返ってみましょう。

「もっと摂りたい！ 食物繊維」
2025年8月〜2026年7月のテーマは

人間ドックのお弁当
「彩食健美膳」
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・白米と十五穀米

・具沢山味噌汁

・サラダチキンと揚げ野菜のサラダ

・鰈の漬け焼き　はじかみ付

・だし巻き卵

・ピリ辛こんにゃく

・ブロッコリーと
 とうもろこしの洋風白和え

・さつま芋のレモン煮

・切干大根のペペロンチーノ

・おくらとわかめの生姜酢和え

・杏仁豆腐　フルーツ添え

【献立】

エネルギー　：700kcalたんぱく質　：34.4ｇ脂質　　　　：21.1ｇ炭水化物　　：99.9ｇ食塩相当量　：2.7ｇ
食物繊維　　：10.9ｇ副菜使用量　：約240ｇ

【栄養価】

Seminar Information

Easy and efficient 
LSD screening.

www.revvity.com  
Copyright ©2025, Revvity, Inc. All rights reserved.        1714129_JP

NeoLSD™ MSMS キット: 1枚のパンチ血液スポットから
最大6種類のライソゾーム病のスクリーニングが可能です

• ポンペ病 
• ムコ多糖症（MPS）I 型 
• ニーマン・ピック病 A/B 型 

• クラッベ病 
• ゴーシェ病
• ファブリー病

本製品は研究用です。 
診断にはご使用いただけません。

For more information 
株式会社レビティジャパン
www.revvity.co.jp/contact-us

Scan me
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東京都予防医学協会 広報室  
03-6265-0145

問い合わせ

第315回ヘルスケア研修会

産業保健専門職における
生成AIの活用

群馬大学大学院医学系研究科 数理データ科学講座 教授
日本産業衛生学会 産業保健AI研究会 世話人

内田 満夫 氏講　　師

2025年６月30日～2025年９月29日配信期間

無料聴 講 料

健康管理コンサルタントセンター
東京都予防医学協会主　　催

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html

以下のURLまたは２次元コード
からアクセスしてください。視聴方法

日本家族計画協会（JFPA）  
03-6407-8973（研修担当）

問い合わせ

JFPAオンラインセミナー

最新情報を学ぶ小児アレルギー講座

講　　師

国立成育医療研究センター 
アレルギーセンター長福家 辰樹 氏
さいわいこどもクリニック 小児科医古川 真弓 氏

昭和医科大学医学部小児科学講座
管理栄養士長谷川 実穂 氏

NPO法人 アレルギーを考える母の会 事務局長長岡 徹 氏
NPO法人 アレルギーを考える母の会 
代表理事園部 まり子 氏

11,000円（税込）受 講 料

日本家族計画協会（JFPA）主　　催

～保健指導で伝える発症/重症化予防～

2025年9月1日～2026年3月31日配信期間

https://www.jfpa.or.jp/seminar/

以下のURLまたは2次元コード
からアクセスしてください。申込方法
※「食物アレルギー×施設」をテーマにした講座も同時開催いたします。
　上記サイト内で「食物アレルギー」と検索してください。



◀ 表紙
『魔法への入口、思い出を乗せて』
今回は、某魔法使いファンで
賑わう西武鉄道「豊島園駅」周辺で
スケッチしてきました！

個人情報の取り扱いについて
　日頃より、公益財団法人東京都予防医学協会の機関誌『よぼう医学』をご
愛読くださりありがとうございます。
　本会では、『よぼう医学』を送付させていただいている皆様について、送
付に必要な情報（氏名、住所、所属、役職など）を送付名簿として保持して
おります。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の「個人情報の取り扱いについて」に沿って適正に管
理しております。送付名簿からの削除や変更を希望される
場合には、お手数ですが、下記連絡先までご連絡ください。

03-6265-0145 03-3260-6900

koho@yobouigaku-tokyo.jp

送付先の変更・送付中止について　
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、

弊会広報室までお知らせください。

健康管理コンサルタントセンター 
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を承ります
健康管理コンサルタントセンターの幹事である医師が事業所、学校、
各種団体の健康管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

東京都新宿区市谷砂土原町1-2　公益財団法人東京都予防医学協会 広報室内
TEL 03-6265-0145

健康管理コンサルタントセンター 事務局
お問い合わせ・お申し込みは事務局まで

●発行人	 久布白兼行
●発行所	 公益財団法人東京都予防医学協会
	 〒162-8402
	 東京都新宿区市谷砂土原町1-2	
	 TEL：03-3269-1121　
	 FAX：03-3260-6900
	 URL：https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp

●企　画	 広報企画委員会
●編　集	 広報室
●デザイン	 大谷達也（有限会社アイル企画）
●表紙イラスト	 黒田理紗
●印　刷	 株式会社DNP出版プロダクツ

●『よぼう医学』は本会ホームページからもご覧いただけます。

※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/yobou/

あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！
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